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1.緒 言

バ ー ナ ム 効 果(Barnumeffect)傾 向 とは 、 多 くの人 々 に当 て は ま る よ う な一 般 的 な 性 格 特 徴 や

行 動 特 徴 の 記 述 を、 「自分 に 当 て は ま る正 確 な もの 」 と して 受 容 す る傾 向 を い う(安 藤,1999)。

こ う した 傾 向 をバ ー ナ ム効 果 と命 名 し た の はMeehl(1956)と 言 わ れ て お り、全 て の観 客 に喜 ば

れ る 出 し物 を用 意 した 興 行 師Bamumの 名 前 に 由 来 す る と言 わ れ て い る。 バ ー ナ ム効 果 項 目 と し

て は、Forer(1949)に よ っ て提 唱 さ れ た13項 目が よ く知 ら れ て い る。 例 え ば そ の 中 に は 「あ な

た は他 人 か ら好 か れ 、 賞 賛 さ れ た い と願 っ て い ます 」、 「あ な た に は まだ利 用 さ れ て い な い 能 力 が

あ ります 」、 「あ な た は 自分 自 身 に対 して 批 判 的 な傾 向 が あ ります 」 な どの 項 目が 含 ま れ る(訳 は 、

菊 地 ・谷 口 ・宮 元(1995)に よ る)。Snyderら(1976)は 、 こ う したバ ー ナ ム効 果 項 目 を 性 格 検

査 の 結 果 と して、 あ る い は 占星 術 の 結 果 等 と して 被 験 者 に フ ィ ー ドバ ッ ク した とこ ろ 、 ど ち ら も

被 験 者 に よ く受 け入 れ られ た と報 告 して い る 。 ま た、 こ う したバ ー ナ ム 効 果 項 目 と非 合 理 現 象 信

奉 との 関係 につ い て も幾 つ か の研 究 が 行 わ れ て い る(例 えば 、Standing&Keays,1987;Tobacyk,

Milford,Springer,&Tobacyk,1988な ど)。 た だ 、 これ らの研 究 で 用 い られ て い るバ ー ナ ム効 果

項 目 は 、1940年 代 の ア メ リ カ に お け る研 究 に よ る もの で あ り、 現 在 の 我 が 国 に適 用 で きる 項 目

群 か ど う か につ い て は検 討 す る必 要 が あ る と思 わ れ る 。

そ こ で 本 研 究 で は 、 まず(1)現 在 の我 が 国 の大 学 生 に適 用 可 能 な新 しい バ ー ナ ム効 果 項 目 の
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リス トを作 成 し、 さ らに(2)こ う し たバ ー ナ ム効 果 と、 これ ま で筆 者 らが デ ー タ を蓄 積 し て き

た 大 学 生 の 非 合 理 現 象 信 奉(例 え ば 、 丹 治 ・青 木 ・斎 藤 ・吉 永 ・井 口 ・野 口,1998;丹 治,

1999;丹 治 ・青 木,2000な ど)と の 間の 関連 に つ い て検 討 して み る こ と と した 。

H.調 査1.新 た なバ ーナ ム効 果項 目 リス トの作成(2001年 度 調査)

1.調 査 目的

現在のわが国に適用 しうる新たなバーナム効果項目リス トの作成を目的として本調査 を行なっ

た。

2.調 査方法

(1)調 査期間

調査は2001年9月19日 から同年11月21日 の期間に実施 された。

(2)調 査対象者及び人数

調査対象者の多 くは文教大学生であったが、数十名の他大学生が含 まれていた。調査票の回収

は260名 分(367部 配布 ・回収率70.8%)で あったが、その内4部 の回答には不備が存在 したた

め、分析 の際にはその4部 を除外 した。分析に供 した256名 の性別内訳は男子学生124名 、女子

学生132名 であった。また、調査対象者の平均年齢は21.0歳(18～26歳)で あ り標準偏差は1.6

であった。

(3)質 問票

「性格検査 の受け入れ方 に関する研究」 と題す る8ペ ージか らなる2部 構成の質問票を作成 し

使用 した。1部 では85項 目の質問項目に対 して、自分 にあてはまるかどうかを 「(はい ・いいえ)」

で回答 して もらった。H部 では、性格検査や占いに対する関心やそれ らに対する行動について回

答 してもらった。

1部 の質問項 目には、これまでのバーナム効果の研究で使用されて きた13項 目、その他、公

表 されている8つ の心理尺度から55項 目、佐藤(2002)が 作成 した一般的に誰にでも当てはまる

と思われる内容の17項 目を加え、全部で85項 目の質問項目を使用 した。

(4)結 果処理法

質問票1部 の85項 目(調 査票の不備か ら実際は84項 目)を 使用 し、全回答者の各質問項 目に

対する回答率(「 はい」と答えた率)を 算出した。そして回答率80%以 上の項目と21%以 下の項

目を 「新たなバーナム効果項目」 として整理 した。なお、II部 に関する結果については本報告で

は割愛 したQ

3.調 査結果および考察

(1)新 たなバーナム効果項 目リス トの作成

全体で80%以 上の回答者が 「はい」 と回答 した上位9項 目と、21%以 下の回答者 しか 「はい」

と回答 しなかった下位6項 目の合わせて15項 目を 「新たなバーナム効果項目」 とすることとした。
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表1.新 たなバ ーナム効 果項 目 と した項 目

項目
番号 質 問 項 目 回答率結果(母 数)

11.あ な たは行儀 よ く振舞 うこ とは大切 だ と考 え ます 。

52.あ な たは大勢 の人 とい るの も好 きで すが 、 時 には一 人で いた い と思 う時 が

あ ります。

85.あ な たは時 として外 向的 で、愛想 が よ く、社 交 的で あ り、 また時 と して

内 向 的で、用 心深 く、内気 にな ります。

58.あ な たはで きるか ぎ り自分 を理解 しよう と努 め てい ます。

48.あ な たは嬉 し くな る と、つ い は しゃいで しまい ます 。

08.あ な たは、 よ く自分 につ いて考 えます。

Ω2.あ な たは他 人か ら好 かれ、 賞賛 されたい と願 ってい ます。

64.時 々、 あ なた は 自分 の決 断や行 動が 、正 しか ったの か ど うか深刻 に悩 む こ

とが あ ります。

43.あ な たは人 と一緒 にい るのが好 きです。

95.3%(256)

93.3%(254)

87.8%(255)
87.5%(255)

86.6%(254)
84.8%(256)

82.8%(256)

80.8%(255)
80.3%(254)

30.あ な たは現在 、性 的 な適応 に関す る問題 を抱 えてい ます(抱 えてい ませ ん)。

56.あ な たは、 ス ポー ッで最 も重 要 なこ とは勝 つ こ とだ と考 え ます(勝 つ こ と

だけ では ない と考 えます)。

32.あ な たは公 的 な行 事 に出席 して も、 まっ た く緊張 しませ ん(公 的 な行 事 に

出席 す る時 は、 緊張 します)。

77.あ な た は自分 よ り も魅 力 的で有 能 な人 に会 うのは不愉 快 です(不 愉快 では

あ りませ ん)。

33.あ な た はい くら親 密 で も、人前 で手 をつ ない だ りす るの は、 は したな い と

感 じます(は した ない とは思 い ませ ん)。

24.あ なたは気 晴 ら しの仕 方 を しりませ ん(気 晴 らしの仕 方 を しって い ます)。

20.1%(254)

18.9%一(254)

17.7%(254)

16.5%(255)

16.1%(254)
11.8%(254)

注1)本 表 は回答率 の高 い項 目順 に並 べ て ある。

注2)項 目番 号 に下 線 が引 い て あ る ものは 、 これ まで のバ ーナ ム効果 の研 究 に使 われ てい た項 目で

あ る。

注3)下 位 項 目は逆 転 の内容 を文 末 のO内 に示 した。

その項 目を表1に 示す。なお、回答率21%以 下の項 目は、その内容を逆転 させた内容に対 して

約80%以 上の人が当てはまると考えている とし、バーナム効果項目とすることにした。

表1に 示 した 「新たなバーナム効果項 目」 を見ると、(1)幾 分、抽象的で曖昧な表現(例 えば

項 目番号58、08な ど)、 また(2)社 会的に望 ましい と思われる記述内容(例 えば項 目番号11、

56、77な ど)、(3)両 面的な表現(例 えば項 目番号52、85な ど)、(4)極 めて一般的な表現(例

えば項 目番号48、08な ど)な どの特徴が示 されていた。 またこれまで使用 されていたForer

(1949)の13項 目のうち4項 目は新たなバーナム効果項目として再度選択(項 目番号85、02、64)

されたが、そのうち1項 目は逆転 した形で選択 された(項 目番号30)。 逆転 した形で選択 された

項 目は、性的問題に関する項目であ り、1940年 代 と現在 の時代背景の違いによるものなのかも

しれない。その他、従来、バーナム効果項 目として使用されて きた13項 目(調 査票の不備から

12項 目)の 選択率に関しては、資料1と して本論文巻末に添付 した。

次 に、こうして選択 された新たなバーナム効果項目と非合理現象信奉の関連について検討 して

みることにした。
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皿.調 査2.バ ーナム効果 と非合理現象信奉 との関連(2002年 度調査)

1.調 査 目的

調査1で 作成された新たなバーナム効果項 目15項 目と青年の持つ非合理現象信奉との関連 を検

討することを調査2の 目的 とした。

2.調 査方法

(1)調 査期 日

本調査 は、筆者の一人である丹治担当の文教大学での授業時 に行なわれた。実施 日は2002年

4月20日 であった。

(2)調 査対象者及び人数

調査対象者 は、丹治が担当する春学期共通教養科 目 「心理学」の受講生372名 であった。372

名の性別内訳 は男子学生130名 、女子学生242名 であった。調査対象者の平均年齢 は18.6歳(18

～28歳)で あり、標準偏差は1.0で あった。

(3)質 問票

質問票は 「非合理現象信奉等に関する調査」 と題す る4ペ ージからなる質問票を使用 した。そ

の1部 では36項 目か らなる 「非合理現象信奉尺度」(7段 階評定)を 用いた。 この尺度は丹治 ・

青木によって作成 された尺度(VER.1.0)(丹 治 ・青木,2000)の3項 目を逆転項 目にするなど、

若干改変 した尺度(VER.1.1)で ある。使用 した 「非合理現象信奉尺度(VER.1.1)」 は資料2と

して本論文巻末に添付 した。この尺度 は 「超常現象信奉」項 目22項 目と 「生活慣習」項 目14項

目か らなる。 またH部 として本報告調査1で 作成されたバーナム効果項 目15項 目(「 はい」・「い

いえ」の二肢選択)を 用いた。

(4)結 果処理法

(i)バ ーナム効果項 目は、回答者個人が15項 目中何項目 「はい」 と回答 したかを求め、その

個人のバーナム効果傾向 とした。選択数が多ければ多いほど、その個人はバーナム効果傾向が強

い と定義 した。また、(ii)「非合理現象信奉尺度」に関 しては、回答者個人の 「超常現象信奉尺

度」の尺度得点 を合計 し項 目数22で 除 した値 をその個人の超常現象信奉得点 とし、「生活慣習尺

度」の尺度得点 を合計 し項目数14で 除 した値 をその個人の生活慣習得点 とした。(iii)バ ーナム

効果傾向得点ごとに5群 の回答者群を作 り、それぞれの群の超常現象信奉尺度得点と生活慣習尺

度得点の平均値を求め比較 した。

3.調 査結果および考察

(1)バ ーナム効果項目得点分布

バーナム効果に関する項目15項 目中 「はい」 と回答 した項 目数 をバーナム効果傾向得点 とし、

その得点 と人数を表2に 示 した。人数は男女を混みにした数値である。

表2の 結果 から、新たに選択 したバーナム効果項目15項 目中13～15項 目に 「はい」 と回答す
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る回答者が多 く、2001年 度の調査1の 結果の傾向が、2002年 度の調査で も裏付けられていると言

えるであろう。

(2)非 合理現象信奉尺度得点結果

非合理現象信奉尺度は 「超常現象信奉尺度」 と 「生活慣習尺度」の二つの下位尺度から成 り立

っている。今回の調査によって得 られたそれぞれの下位尺度の基礎統計量を表3に 示す。超常現

象信奉尺度得点の平均値は、中間点の4点 よりもやや低めの傾向にあ り、生活慣習尺度得点の平

均値は、中間点の4点 よりもやや高い傾向にあった。 こうした傾向は、丹治 ・青木(2000)の 結

果とほぼ同様の結果であった。

(3)バ ーナム効果項 目得点 と非合理現象信奉尺度得点 との関連

(i)非 合理現象信奉尺度得点 とバーナム効果項目得点 との全体的関連

まず、表2に 示 したバーナム効果傾向得点 を使用 し、回答者のグループ分けを行なった。グル

ープ分 けの際、8～11得 点群は個々では回答者数が少なかったので、1群 としてまとめ表4に 示

すような5群 を設定 した。表4お よび図1に5群 の超常現象信奉尺度得点 と生活慣習尺度得点の平

均値を示 した。

これらの結果から、バーナム効果傾向得点が高 くなればなるほど、両尺度得点が上昇する傾向

をうかがうことがで きた。

(ii)バ ーナム効果傾向得点群別にみた非合理現象信奉尺度得点の分散分析結果

バーナム効果傾向得点別群を変動因として、超常現象信奉尺度得点および生活慣習尺度得点別

に1要 因5水 準の分散分析 を行なってみた。超常現象信奉尺度得点では有意差傾向(F=2.07,

df=4/367,P<.10)が 、また、生活慣習尺度得点では有意差(F=3.50,df=41367,P<.01)が み

表2.バ ーナム効果傾向 表3.非 合理現象信奉尺度結果に関する
得点と人数 基礎統計量

バーナム効果

傾向得点 人数
超常現象信奉得点 生活慣習得点

8点

9

10

11

12

13

14

15

1名

2

9

29

44

81

112

94

人 数
平均値
標準偏差
最大得点
最小得点

合計

372名

3.77

1.10

6.82

1.00

372名

4.41

1.16

.:・

1.00

372

表4.バ ーナム効果傾向得点群別にみた各尺度平均得点

バーナム効果

傾向得点群

生活慣習尺度 超常現象信奉尺度
人数 平均尺度得点 標準偏差 平均尺度得点 標準偏差

8～11

12

13

14

15

41名

44

81

112

94

3.93

4.19

4.46

4.40

4.67

1.24

1.23

1.17

1.15

1.04

3.37

3.68

3.83

3.78

3.94

1.24

0.99

1.09

1.09

1.09
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表5.最 小有意差法による超常現象信奉尺度得点の多重比較結果

14,点 君羊13,点 群12,点 君羊8～11,点 群

15点 群

14点 群

13点 群

12点 群

〉

〉

>

MSe=1.20,不 等 号p<.05,等 号n.s.

表6.最 小有意差法による生活慣習尺度得点の多重比較結果

14点 群13点 群12点 群8～11点 群

15点 群

14点 群

13点 群

12点 群

〉 >

>

>

MSe=1.13,不 等 号p<.05,等 号n.s.

られたので、最小有意差法(LSD)に よって一対比較を行 なった。一対比較の結果を表5、 お よ

び表6に 示す。バーナム効果傾向得点の高い回答者群が、生活慣習傾向 も超常現象信奉傾向 もよ

り高い傾向にあることが確認できた。

IV.論 議

我が国の大学生を対象 とした今回の調査で、これまでバーナム効果項 目としてForer(1949)

によって提唱 され使用されてきた13項 目すべてが、「自分に当てはまる」 とい う高い回答率を示

さなかったことが明かになった。今 回の調査で得 られた従来のバーナム効果項 目13項 目(12項

目)の 回答率 は本論文巻末の資料1に 示 したが、「自分 に当てはまる」 と回答 した率が全被調査
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者の90%を 越えた項 目は1項 目もなく、またそれが80%を 越えた項 目も3項 目に過ぎなかった。

こうした項 目の受容の程度は、時代的、文化的背景の違いによって変化 して くることも当然考 え

られ、こうした項目を使用する際には十分な注意が必要であろう。そうした意味では、今回の結

果で示 した 「新 たなバーナム効果項 目とした項目」についても、今後の経年的な点検が必要にな

ってくるのであろう。

調杢2で 示 した現代大学生の 「非合理現象信奉」傾向の程度に関 しては、超常現象信奉 も生活

慣習 も、1999年 の調査結果(丹 治 ・青木,2000)と ほぼ同様の得点結果 を示 した。こうした現

象に対する信奉傾向については、今回の報告で行ったような個人内変数 との関連の検討 と併せて、

社会的変数との関係の検討 も必要 と思われ る。我々は、 この 「非合理現象信奉尺度」を用いて、

大学生を対象 とした経年的な調査 を今後 も継続 して行 く予定にしている。

バーナム効果 と非合理現象信奉 との問の関連についてであるが、Standingら(1987)は60名

の大学生 を対象にした調査研究から、バーナム効果と非合理現象信奉 との間には関係が見 られな

かったと報告 している(Standing&Keays,1987)。 また、Tobacykら(1988)は 、128名 の大学

生を対象 にして彼 らが作成 したParanormalBeliefScaleを 用いてバーナム効果との関連を検討 して

いる。彼 らのParanormalBeliefScaleは 、伝統 的宗教信念、超能力、魔術、迷信、心霊主義、超常

生命体、予知の7領 域での信奉の程度が測定できる尺度である。その結果、バーナム効果 との関

連は、7領 域のうち心霊主義信奉の間に見 られただけであり、それ も比較的低い相関(r=0.19)

が見 られたに過 ぎなかったと報告されている(Tobacyk,Milford,Springer,&Tobacyk,1988)。

ただ、今 回の本報告では、彼 らの用いたバーナム効果項 目や超常現象信奉測定法 とは異なる項 目

と測定法 ・分析法 を用いたとはいえ、非合理現象信奉の二つの信奉傾向(日 常慣習 ・超常現象信

奉)と バーナム効果傾向との間の関連 をある程度確認することがで きた。今後さらに、我 々が用

いた 「新たなバーナム効果項目」 と非合理現象信奉尺度の項 目間の具体的な関係についての詳細

な分析が必要になろう。また、これらの傾 向問に共通 して介在する変数がどのようなものなのか

は、本研究の段階では不明である。今後、この両者間に介在する共通の変数に関する研究を進め

たいと考えている。
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VI.添 付 資料

添付資料1.従 来のバーナム効果項目に 「はい」と回答 した回答率

表7.従 来 のバ ー ナム効 果項 目に 「はい」 と回答 した回答 率

番号 質 問 項 目 回答率結果(母 数)

01.あ なた は時 として外 交 的 で、愛想 が よ く、社交 的 であ り、 ま た、時 と して内

向的 で 、用心 深 く、 内気 にな ります 。

02.あ なた は他人 か ら好か れ、 賞賛 されたい と願 って い ます。

03.時 々、 あな たは 自分 の決断 や行 動が 正 しか ったの か ど うか深 刻 に悩 む こ とが

あ ります 。

04.あ なた には まだ利用 され てい ない能力 が あ ります。

05.あ なた はあ る程 度 の変化 の多様性 を好 み 、禁止 や 限定 を加 え られ る と不 満 を

覚 えます 。

06.あ なた は 自分 自身に対 して批 判 的 な傾 向 があ ります 。

07.あ なた は 自分 の こ とを他 人 に率 直 に明か しす ぎるの は賢 明 で はない と思 って

い ます 。

08.あ なた の生活 にお け る大 きな 目標 の一つ は安全 です 。

09.あ なた は 自分 自身 の頭 で物事 を考 え、証拠 不十 分 な他 人の発 言 を その ま ま受

け入 れ た りしない とい う自信 が あ ります 。

10.あ なたが抱 いてい る望 み の うちのい くつ か はか な り現実 性 の ない もので す。

11.あ なた には性格 的 に弱 点 もあ ります が、 たい てい それ を補 う こ とが で き ます 。

12.あ なた は現在 、性 的 な適応 に関 す る問題 を抱 えて い ます 。

87.8%(255)
82.8%(256)

80.8%(255)
76.6%(256)

72.0%(254)
64.6%(254)

59.8%(254)
57.5%(254)

52.0%(254)
52.0%(254)
47.5%(255)
20.1%(254)

注1)本 表 は 回答 率 の高 い項 目順 に並べ て ある。

注2)Forer(1949)に よっ て提 唱 された項 目は13項 目で あ るが、 今 回の調 査 で は、 その 内の 一項 目

「あ な た は外 面 は 自律 的 で 自己管 理 して い る ように見 え ますが 、 内面 的 には心 配性 で 、不安 定 な

傾 向 もあ ります」 を、調査 時 に本 来 とは異 なる表 現 を用 い て使 用 した ため、 今 回 の結 果 か らは

省 い た。

注3)本 表項 目の 日本 語訳 は、 菊地 ・谷 口 ・宮 元(1995)に よ る。
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項 目番号11、12を 除 くと、いずれ も回答者の50%以 上の高い回答率で 「はい」 と回答 してい

た事実が得 られたが、本調査1で 得 られたような85%以 上の回答率の項 目は少ない こともまた判

明 した。

添付資料2.本 調査で使用 した 「非合理現象信奉尺度(VER.1.1)」

【超常現象信奉尺度】

01.透 視ができる人はいる。

02.念 力ができる人はいると思う。

03.気 功にはある特定の病気 に対する治癒力がある。

04.幽 霊の存在 を信 じていない。【R】

05.手 かざしによるヒーリング(霊 的治療)を 信 じている。

06.イ タコなどに死者の霊がの りうつる現象を信 じている。

07.幽 体離脱 を経験 した人はいると思 う。

08.幽 霊を見ることのできる人がいると思う。

09.ピ ラミッドには特別なパワーがあると思 う。

10.ス プーン曲げで有名なユリ ・ゲラーの超能力を信 じている。

11.ボ ルターガイス トは実際にあると思 う。

12.超 能力者はいると思 う。

13.ミ ステリーサークルは宇宙人が作 った と信 じている。

14.宇 宙から高度な文明を持った生命体が地球 に来ている。

15.前 世の記憶 を持つ人たちはいないと思 う。【R】

16.ナ スカの地上絵は宇宙人が描いたと思 う。

17.超 能力は自分の中にあるが、開発 されていないだけだと思う。

18.超 常現象やオカル ト現象には大変興味をもっている。

19.ツ タンカーメンの墳墓の調査 に関係 した人が次々と早死 にしたのはッタンカーメンの呪

いのせいだ と思 う。

20.背 後霊や守護霊は存在すると思 う。

21.人 形の髪の毛が伸びるのは霊的な力による ものだと思う。

22.夢 が現実になるのは予知能力の一つだと思う。

【生活慣習尺度】

01.星 占いを信 じている。

02.神 社仏閣の所有物を壊 したら、たたりが起 きると思う。

03.初 詣 に行 くと、その年には良いことがおきると思 う。

04.星 占いでよいことが書かれていると本当によいことがあるような気がする。

05.墓 参 りにいかない人には先祖のバチがあたると思 う。

06.受 験時に神社にお参 りをす るのはあた りまえなことだと思 う。

07.縁 起 をかつ ぐ方である。

08.茶 柱が立つといいことがある気がする。
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09.葬 式から帰って塩で清めないと悪いことが起 きそ うで不安だ。

10.厄 年のおはらいはした方がいいと思う。

11.お 守 りや護符には御利益があるとは思えない。【R】

12.結 婚式は大安にした方がいいと思う。

13.家 を建てる前のおはらいは当た り前のことだと思 う。

14.霊 柩車 を見ると親指 を隠 してしまう。

*)実 施時 には両尺度 を混み にしてランダムに並べ換 えて使用 した。「非合理現象信奉尺度

(VER.1.0)」(丹 治 ・青木,2000)と の違いは、3項 目を逆転項 目とした点である。項 目末の

【R】が逆転項 目。
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